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１．編修の趣旨及び留意点 

 情報社会に主体的に対応できる能力と態度を育てることができるように，情報に関する科

学的な見方や考え方を身につけると共に，社会の中で情報や情報技術が果たしている役割や

影響を理解させるようにした。また，情報や情報技術を活用するための知識と技能を身につ

けることができるように，実践的な内容も重視した。 

２．編修の基本方針 

（1）情報や情報技術に親しみ，興味を持って学習できるように，できるだけ身近な事例を取

り上げ，興味を持続して学習できるようにした。 

（2）知識の整理，および学習した原理や法則の活用を実践する場を与えるため，学習の進度

に応じて実習を豊富に入れ，知識や技術の整理・確認をしながら，応用力を養えるよう

にした。 

３．対照表 

 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
序編 情報とメディア 

・ 情報の信頼性と検証について扱
い，多様な情報に振り回されな
い判断力を養えるように配慮し
た（第 1 号）。 

4 頁～7 頁 

第1編 情報社会と情報モラル 
・SNS に違法行為などを投稿して
炎上が起きた事件や，SNS など
から犯罪に巻きこまれる可能性
を扱い，身近なところに危険が
潜んでいることを注意喚起した
（第 1 号）。 

・著作権について詳しく扱い，他
者の持つ知的財産を尊重する態
度を身につけることができるよ
うに留意した（第 3 号）。 

28 頁（図 7）， 
31 頁（図 10） 
 
 
 
 
 
52 頁～56 頁 

第2編 ディジタル情報と情報の活用 
・様々な場面で生命や自然に関す
る写真を取り上げ，機械的・人
工的な写真が中心にならないよ
うに配慮した（第 4 号）。 

76 頁（表 7）， 
77 頁（図 B）， 
78 頁（図 16）， 
82 頁（図 20） 

 

 

 

 

 

第3編 情報通信ネットワーク 
・通信やマスコミュニケーション
の進展について，日本・国外の
歴史的背景をまとめた（第 5
号）。 

106 頁～111 頁 

第4編 望ましい情報社会の構築 
・日本で開発された OS である

TRON が，様々な場面で世界的に
広く使われていることを取り上
げた。（第 5 号）。 

136 頁（コラム） 
 
 
 



 

・問題解決の学習では，部活動に
おける問題解決を例として扱
い，日常生活の様々な場面でも
応用しやすくなるような記述に
留意した（第 2 号）。 

144 頁～147 頁 

後見返し 作業環境と望ましい習慣 
・情報機器を使った作業を行う
際，心身の疲れを軽減し，健康
を保持できるように，作業時の
注意点をまとめた（第 1 号）。 

後見返し裏○Ⅰ 

  
４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 

① 身近な内容の充実――――――――――――――――――――― 
 

【携帯電話とSNS】 
・生徒にとって最も身近な情報機器と考えられる携帯電話の扱いに関する注意点を口絵に

まとめた。また，多くの高校生に利用されているSNSについても，利用上の注意点を口

絵にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【情報モラル】 
・SNSや画像・動画の投稿サイト

などの新しいコミュニケーシ

ョン手段や，それにまつわる

トラブルについて詳しく扱っ

た。その際，事例として，実

際に起きた事件を紹介した

り，身近な違法行為の例やそ

の刑罰などを記したりするこ

とによって，トラブルの当事

者になり得ることや，そのよ

うな場合の代償にも目を向け

るように工夫した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【社会に出てからも役立つ内容】 
・「電子メール」，「プレゼンテーション」，「表

計算ソフトウェアを活用したデータの分析」など

について，詳細に扱った。その際，具体例ととも

に実践的なポイントを数多く示すなど，卒業後，

社会に出てからも役立つ内容となるように配慮し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
【生活とのつながり】 
・情報システムと人間との関わりにつ

いて，「インターネットでの買い

物」といった身近な事例や「緊急地

震速報」などの緊急時のために覚え

ておきたい事例を扱った。 

・「カラーバリアフリー」のコラムで

は，色の識別の再現例や見分けやす

い配色を用いる工夫の例を掲載する

ことで，日常生活では意識しづらい

「色による情報伝達の難しさ」が体

験できるように工夫した。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

② 親しみやすさへの配慮――――――――――――――――――― 
 
【編トビラ】 
・それぞれの編に関連が深い内容を編の導入として扱った。見開き2ページを活用して大

きく写真を配し，生徒が興味を示すように工夫した。 

 

 

【豊富な図版・イラスト】 
・文章ではイメージしにくい内容を，図や表を用いてわかりやすく示した。また，図中に

は人物のイラストを多用し，セリフによる簡潔でわかりやすい解説を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
③ 理解を深める工夫――――――――――――――――――――― 
【用語の語源】 
・「シーザー暗号」，「ディスプレイ」，

「トロイの木馬」などの用語につい

て，その由来となった事物などの写真

を交えて解説することで，用語を具体

的なイメージとして理解できるように

配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【豊富な資料】 
・巻末に「ソフトウェアの使い方」，「法律の条文」など，のあると便利な資料を豊富に

用意した。 

・索引も兼ねた用語集では，約200の重要用語について解説した。また，同義語や関連語

も掲載することで，混同しがちな用語との意味の違いを明確にしたり，対となる用語と

あわせて理解したりできる構成にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ ユニバーサルデザインへの配慮――――――――――――――― 
・カラーユニバーサルデザインに配慮するとともに，見やすく読みまちがえにくいデザイ
ンの文字を使用することによって，より多くの人が利用しやすいよう配慮した。 
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１．編修上特に意を用いた点や特色 
 
 

Ⅰ．本書の特色 
 
（1）生徒にとって最も身近な情報機器と考えられる携帯電話について，扱いの注意点を口

絵にまとめた。 
（2）「情報」，「メディア」，「アナログとディジタル」，「インターネットの活用」といった基本

的な内容を序編でまとめて扱うことで，スムーズに本編が学べるように配慮した。 
（3）用語については，詳細を解説している別の頁への参照を豊富に取り入れた。これによ

り，序編を学んだ後は，どの編からでも学習が可能な構成となっている。 
（4）重要語句や難読語句，アルファベットの略語には読み方のルビを振った。(3)とあわ

せて，生徒が自習しやすいように配慮した。 
（5）巻末には，「ソフトウェアの使い方」，「法律の条文」，「索引・用語集」など，豊

富な資料を掲載し，学習の参考とすることができるように配慮した。 
（6）見返しに情報機器を使った作業時の注意点をまとめ，心身の疲れを軽減し，健康を保

持できるように配慮した。また，パソコンのキーボードやローマ字入力の資料を掲載
し，日本語入力の方法について再確認を行いやすいように配慮した。 

（7）ユニバーサルデザインの考えに基づき，より多くの人が利用しやすいよう，カラーユ
ニバーサルデザインに配慮し，見やすく読みまちがえにくいデザインの文字を使用し
た。 

 
 

Ⅱ．本書の特徴的な構成要素 
 

① まとめ 
・学習した内容を簡潔に整理した。特に「第 1 編 情報社会と情報モラル」では，トラブ
ルに巻きこまれないためのさまざまな注意点を整理し，まとめに書かれていることを実
践することで多くのトラブルを防げるような構成とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

② Keyword・Note・Attention・語源 
・用語や注意しておきたいことなどの補足的な説明を，内 
容によってデザインを変えて一目で区別できるようにし 
た。 
Keyword：本文を学習する際に重要となる用語 

  Note：本文の補足的な内容 
  Attention：注意したい内容 

語源：用語の語源の説明 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 実習・Exercise 
・パソコンを使う実習（「実習」）とパソコンを使わずに普通教室で行える実習
（「Exercise」）を用意し，それらが一目で区別できるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

④ コラム 
・各節の内容に関連した豆知識的な話題を「コラム」として扱い，生徒の興味・関心を引
くような構成とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ ぱらぱら漫画 
・見開きの右下にぱらぱら漫画を配置し，教科書をめくることで，動画のしくみが理解で
きるように工夫した。 

 
 
 
 
 
 

 

２．対照表 

 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

序編 情報とメディア 
 
第 1 章 情報とは 
第 2 章 メディアとは 
 
 
第 3 章 情報のディジタル化 
 
 
第 4 章 インターネットの活用 

 
 
（1）情報の活用と表現 

ア 情報とメディアの特
徴 

 
（1）情報の活用と表現 

イ 情報のディジタル化 
 
（2）情報通信ネットワークと

コミュニケーション 
ウ 情報通信ネットワー

クの活用とコミュニ
ケーション 

 
 
4 頁～11 頁 
 
 
 
12 頁～15 頁 
 
 
16 頁～20 頁 

 

8 

第 1 編 情報社会と情報モラル 
 
第 1 章 情報社会の光と影 
 
 
 
 
第 2 章 情報セキュリティの確保 
 

 
 
（3）情報社会の課題と情報モ

ラル 
ア 情報化が社会に及ぼ

す影響と課題 
 

（3）情報社会の課題と情報モ
ラル 

 
 
24 頁～37 頁 
 
 
 
 
38 頁～51 頁 
 

15 



 

 
 
 
第 3 章 情報社会における法と個人の

責任 

イ 情報セキュリティの
確保 

 
（3）情報社会の課題と情報モ

ラル 
ウ 情報社会における法

と個人の責任 

 
 
 
52 頁～58 頁 

第 2 編 ディジタル情報と情報の活用 
 
第 1 章 コンピュータのしくみ 
第 2 章 情報のディジタル表現 
 
第 3 章 情報の表現と伝達 
第 4 章 プレゼンテーション 

 
 
（1）情報の活用と表現 

イ 情報のディジタル化 
 

（1）情報の活用と表現 
ウ 情報の表現と伝達 

 
 
62 頁～83 頁 
 
 
84 頁～102 頁 

20 

 
第 3 編 情報通信ネットワーク 
 
第 1 章 コミュニケーション手段の発

達 
 
 
 
第 2 章 インターネットのしくみ 

 
 
（2）情報通信ネットワークと

コミュニケーション 
ア コミュニケーション

手段の発達 
 

（2）情報通信ネットワークと
コミュニケーション 
イ 情報通信ネットワー

クの仕組み 

 
 
106 頁 ～ 111
頁 
 
 
 
112 頁 ～ 128
頁 

17 

第 4 編 望ましい情報社会の構築 
 
第 1 章 情報システムと人間 
 
 
 
 
第 2 章 問題解決 

 
 
（4）望ましい情報社会の構築 

ア 社会における情報シ
ステム 

イ 情報システムと人間 
 

（4）望ましい情報社会の構築 
ウ 情報社会における問

題の解決 

 
 
132 頁 ～ 143
頁 
 
 
 
144 頁 ～ 152
頁 

10 

 
計 70 
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ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 
 
 
 
 
 
 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数   0   ） 
 
（「類型」欄の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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